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　　　　　R、＿2「R＋R2－y2．
　　　　　　　　　R十y

　rlは検流計に並列に入るから，ブリッジの平衡には関

係がない．そこで〆を除いて考えると

　　BC間の抵抗路届繋罪i緯yラ

　　DC間の撚Y・・一藩懐鰐宰赫

ブリッジで問題になるのは辺の比であるから

　　　　x・＋∠・xL．塾二＿1～「2γ＋Rナy！二野＋Yy、

　　　　　K，　　　Yi　　R（2r十R十Y）一ツ2－yツ

x，＝x，－X，∠xl／x＝ξとし，また，

　　　　　　　　　2ツY
　　　　　η＝R（2秤π＋y）

とおけば

　　　　　ξ一・｛・＋（・＋；）－1＋（号）2＋・一・｝

となるから，ξが十分に小さいときは，

　　　　　ξ≒η

である．ηはyに正比例するからダイヤルにηを直接

目盛っておくと，それが直ちに求めるξ一dX／xの値に
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なる．次にξが少し大きいときは

ξ≒・｛・＋（1十ツ　y）S｝・

となる．1到≦Q／2であるから，われわれのブリッジで

はylYは1120の程度で，補正項のなかでは省略でき

る．よって

　　　　　ξ≒・｛・＋÷｝

この式は切換範囲の如何には関係なく成立つが，実際に

問題になるのは範囲が最大のときに限る．たとk．ばダイヤ

ルでOP　一＝十〇．01と読んだならば実際のAX／xはo・01005

であり，OP　・＝　－O．01ならばdX／Xは一〇．00995であ

る．この誤差はブリッジの形式を対称にしたために生じ

たものである．

　X，，為がpush・pullに変化して

　　　　　X，→X十dX，　X2→X－4X

となる場合には　ξ一」x／xとおくと同様の計算により

　　　　　ξ≒遷一（1十＿2L　y　　　2　　y）

となる．このときにはy／yが小さいことから

　　　　　ξ≒一η

　　　　　　　2

として差麦えない．前の場合も同様であるが，y／Yの項

の誤差はこのブリヅジの形式から出るもので，別の形式

にすれば避けられる．しかし絶対値が小さいから・回路

の便宜上この形式を選ぶことにした．
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戊果表

位相は，Y1，Y2にょって

t≧0

κ2（図中右側）

　80mm
一軸圧縮強度（第5欄）

　　　　一誤
容量ナが

向上る

しカ・し………向ltする

入力系の………測定から

β線A1吸収の繭線

径

直流して

入力電圧より大きくなる

位相はによoて
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